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◆対あああああああああ

ああああ策を行う外来種

のリストを作成します

◆行動計画を策定します

◆重点対策種に対して、

防除を中心とした対策を

実施します

◆産の適切な管理を促す

ための啓発を行います

◆外来種対策の普及活動

と認知度調査を実施しま

す

◆対策を行なうための体

制を構築します

◆

　　　  縄県を含む琉球列島は、多くの

島々から成り、日本のなかでも生物多様性

の高い地域です。海で隔てられたことに

よって、島の生物は独自の進化を遂げ、ヤ

ンバルクイナやイリオモテヤマネコなど数

多くの固有種が誕生しました。また、沖縄

県の植物は、面積当たりの種数が日本本土

の 45 倍ともいわれています。

一方、沖縄県のような島しょの生態系は、

外来種の侵入などの環境の変化に対して脆

弱です。すでに多くの外来種が沖縄県に侵

入・定着し、その一部は生態系に大きな影

響を及ぼしています。

外来種とは、人間活動によって本来の生息

地以外に持ち込まれた生き物のことです。

外来種は他の生き物を食べたり、住む場所

を奪ったりすることで、侵入した地域の生

態系にさまざまな影響を及ぼします。また、

毒をもった外来種が人を刺すなどの健康被

害や、畑を荒らすなど農林水産業への影響

もあります。

こうした外来種の対策を総合的・効果的に

推進する方針を示し、人の生命・身体、農

林水産業への被害を防止するとともに、沖

縄県の生物多様性を保全するため、平成

30 年６月に「沖縄県外来種対策指針」が

策定されました。

指針の目的

沖縄県の生物多様性を保全して

いくためには、外来種による生

態系や人の生命・身体、農林水

産業への影響を最小限に抑える

ことが必要です。この指針は、

沖縄県の特性と現状を踏まえた

総合的な対策を実施するための

方向性を示すことを目的として

います。

対策を行う外来種のリスト

を作成し、優先順位を決定

します。

行動計画を策定します

重点対策種に対して、防除

を中心とした対策を実施し

ます

重点予防種の定着を防止す

るための対策を実施します

産業管理外来種の適切な管

理を促すための啓発を行い

ます

外来種対策の普及活動と認

知度調査を実施します

対策を行うための体制を構

築します

やんばる地域の固有種ヤンバルクイナ

マングースの影響で生息数が減少した
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実施する施策

沖

目指す将来像

沖縄県への侵略的外来種の侵入が予防

され、すでに定着している侵略的外来種

については対策が実施され、外来種によ

る生態系等への影響が最小限に抑えられ、

人の生命・身体、農林水産業への被害

が防止されるとともに、生物多様

性が保全されている。



沖縄県では島ごとに独自の生態系
が成立しており、たとえ県内であって
も、別の島から持ち込まれた生物
は、生態系に影響を及ぼすことがあ
ります。

1910 年に沖縄島に導入されたマングース

在来種を捕食して生態系に影響を与える

この指針では、国外からの外来種だけでなく、国内や県内からの外来種も対策の対象とします。

九州などから導入されたニホンイノシシ

ウミガメの卵などを捕食し生態系に影響を与える

八重山地域に生息するヤエヤマセマルハコガメ

宮古島や沖縄島で移入個体が見つかっている

リュウキュウヤマガメとの交雑が確認されている

国内(県内の別の島)

からの外来種

指針が対象とする外来種

国外から持ち込まれた生物は、生態
系に大きな影響を及ぼすことがあり
ます。

国外からの外来種

国内の生物であっても、県外から持
ち込まれた生物は、生態系に影響を
及ぼすことがあります。

国内(県外)からの

外来種

対策の方針

すでに県内に侵入・定着している外
来種のうち、生物多様性への影響が
大きいと考えられる種については、
捕獲等による防除を実施します。外
来種の防除では、基本的には外来
種の個体数をゼロにする根絶を目
指しますが、技術的・経済的に根絶
が困難と予想される場合は、分布の
拡大を制御するなどの被害低減を
目指した取組を実施します。

防除の推進

外来種対策を効果的に推進してい
くためには、以下のような対策の基
盤が不可欠です。
　　

① 県民の外来種問題への理解
② 外来種に関する情報
③ 外来種対策に関わる人材
　　

これらの基盤を整備する取組を進
めます。

対策基盤の整備

外来種対策で最も重要な取組は、外
来種を本県に侵入・定着させない予
防の取組です。沖縄県に侵入する外
来種には、「人間が意図的に導入す
る外来種」と「物資に混入するなど意
図せず導入される外来種」がありま
す。それぞれに応じた予防対策を実
施することで、侵略的な外来種の侵
入を防止します。

侵入の防止（予防）

1 2 3

1 2 3

住民参加型のツルヒヨドリ駆除作業

県民の外来種への理解を深めるため、地域住民も

参加したツルヒヨドリの駆除を行った　

ヒアリの侵入監視モニタリング

ヒアリ侵入を監視するため、港湾周辺でトラップ

によるモニタリングを実施している

探索犬によるマングースの探索

やんばる地域からのマングースの排除を目指して

捕獲による防除事業を実施している



沖縄県では、県内への定着状況、生態系等への影響を考慮して、沖縄県

対策外来種リストを策定しました。令和元年７月現在、特に対策が必要

なものとして、重点対策種１４種、重点予防種６種、産業管理外来種３

種が指定されています。

影響が大きく、重点的に対

重点

対対

対策

沖縄県では、県内への定着状況、生態系等への影響を考慮し

対策外来種リストを策定しました。令和元年７月現在、特に

なものとして、重点対策種１４種、重点予防種６種、産業管

種が指定されています。

影響が大きく、
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対策を実施する外来種

点

対

種策
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現在、沖縄県には定着していないが、

定着した場合影響が大きいと予想されるため、

重点的に予防対策を実施する外来種

重点

点予

外 種防

防
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産業等において重要だが、

生態系への影響が懸念されるため、

適切な管理が必要な外来種

産業

管理

外 種来

？
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特定外来生物って

特定外来生物は、外来生物法により、生態系、人の生命・身体、農林水産業に

被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれのあるものとして指定され、以下のよう

な規制の対象となります。

　　◆　飼育、栽培、保管及び運搬が原則禁止

　　◆　輸入が原則禁止

　　◆　野外へ放つ、植える及びまくことが原則禁止

　　◆　譲渡し、引渡し、販売が禁止



令和元年（2019年）7月発行

沖縄県環境部自然保護課　〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2 行政棟４階　TEL: 098-866-2243

（制作）一般財団法人沖縄県環境科学センター

沖縄県外来種対策指針 概要
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ペットを捨てないで
　沖縄県が重点対策種に指定しているノイヌやノ

ネコは、野生化したイヌやネコのこと。もとをた

どれば誰かに飼われていたイヌやネコです。同じ

く重点対策種のインドクジャクは、観賞用として

飼われていたものが逃げ出したといわれていま

す。グリーンアノールの導入経路ははっきりして

いませんが、ペットとして流通していました。ま

た、重点予防種のアライグマとカミツキガメも、

かつては人気のあるペットでした。小さいうちは

いいのですが、気が荒く、大きくなると手に負え

なくなることから、捨てられることが少なくな

かったと考えられています。

　人間に飼われ、捨てられたり逃げ出したりした

生き物が、在来の生物を脅かし、ときには絶滅の

危機に追いやっています。それを食い止めるため

に、人間によって駆除されています。

　ペットを捨てないでください。ペットが逃げ出

さないようにすることも、飼い主の責任です。こ

れから飼おうと思っている人は、最後まで本当に

面倒をみることができるのか、よく考えてくださ

い。イヌやネコはもちろん、魚も昆虫も、植物も

同じです。

沖縄県外来種対策指針

沖縄県対策外来種リスト

https://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/shizen/hogo/gairaisyutaisakushishin.html

https://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/shizen/hogo/taisakugairaisyu-list.html


